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持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
公
立
病
院
経
営
の
支
援
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

政
府
が
令
和
七
年
九
月
三
十
日
に
公
表
し
た
令
和
六
年
度
の
地
方
公
営
企
業
等
の
決
算
に
よ
れ
ば
、
地
方
公
共
団
体
が
運
営

す
る
全
国
六
百
七
十
八
の
公
立
病
院
事
業
の
合
計
の
経
常
収
支
は
、
三
千
九
百
五
十
二
億
円
で
過
去
最
大
の
赤
字
と
な
り
、
経

常
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
病
院
の
割
合
は
八
十
三
．
三
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

公
立
病
院
に
お
け
る
経
営
赤
字
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
患
者
数
の
減
少
等
に
よ
る
医
業
収
入
の
減
少
、
薬
剤
費
や
医
療
機

器
、
光
熱
費
等
の
物
価
高
騰
や
賃
金
の
上
昇
、
制
度
的
課
題
等
の
複
数
要
因
が
関
係
し
て
お
り
、
そ
の
経
営
悪
化
は
上
記
の

通
り
、
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
地
域
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
緊
急
的
な
財
政
支
援
に
加
え
、
診
療
報
酬

の
大
幅
な
加
算
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
物
価
や
賃
金
の
上
昇
に
応
じ
て
診
療
報
酬
を
適
時
適
切
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
仕

組
み
の
導
入
も
急
務
で
あ
る
。
政
府
見
解
と
対
応
を
伺
う
。 

二 

過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
は
、
医
師
や
看
護
師
等
の
確
保
が
難
し
く
、
必
要
な
人
員
配
置
の
基
準
を
満
た
せ
な
い

こ
と
で
診
療
報
酬
の
点
数
が
低
く
算
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
る
所
が
あ
る
。
医
療
従
事
者
の

確
保
や
処
遇
改
善
の
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
、
同
地
域
に
対
し
て
は
特
段
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
政
府
見
解



 

２ 

 

と
対
応
を
伺
う
。 

三 
公
立
病
院
は
、
へ
き
地
医
療
、
救
急
医
療
、
周
産
期
医
療
、
精
神
医
療
等
、
不
採
算
医
療
の
多
分
を
担
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
か
ら
病
院
事
業
会
計
へ
の
繰
入
金
制
度
に
基
づ
き
、
病
院
設
置
分
と

し
て
地
方
交
付
税
措
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
同
事
業
の
運
営
費
に
対
す
る
積
算
単
価
が
実
態
に
見
合
っ
て

お
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
の
持
ち
出
し
に
よ
る
負
担
が
限
界
に
達
し
て
い
る
と
の
指
摘
や
、
同
交
付
税
の
繰
出
基
準
に
つ
い

て
は
、
一
部
が
明
確
な
定
量
的
基
準
で
は
な
く
定
性
的
で
あ
り
、
費
用
の
便
益
分
析
が
困
難
で
あ
る
等
、
繰
出
の
現
行
基
準

が
実
情
に
合
っ
て
い
な
い
と
す
る
指
摘
が
あ
り
、
改
善
を
求
め
る
声
が
あ
る
。
政
府
見
解
と
対
応
を
伺
う
。 

四 

地
域
医
療
構
想
に
基
づ
く
従
来
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
す
で
に
多
く
の
地
域
で
病
床
数
の
適
正
化
は
進
ん
で
い
る
。
令
和

六
年
度
病
院
機
能
報
告
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
総
病
床
数
は
百
十
七
・
八
万
床
と
な
っ
て
お
り
、
政
府
が
令
和
七
年
度
に
向
け

て
必
要
量
と
掲
げ
て
き
た
百
十
九
・
一
万
床
を
、
す
で
に
約
一
・
三
万
床
下
回
っ
て
い
る
。
特
に
公
立
病
院
は
、
不
採
算
医

療
の
実
施
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
積
極
的
に
患
者
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
新
興
感
染
症
対
応
に
お
け
る
バ
ッ
フ
ァ
機

能
も
有
し
て
き
た
。
経
営
悪
化
へ
の
対
応
と
し
て
病
床
削
減
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
現
状
が
、
今
後
の
地
域
医
療
の
維
持
・

継
続
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
る
。
政
府
見
解
と
対
応
を
伺
う
。 
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五 

政
府
は
、
令
和
九
年
度
か
ら
の
「
新
た
な
地
域
医
療
構
想
」
に
向
け
た
病
床
削
減
に
つ
い
て
「
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
病

床
を
適
正
化
す
る
」
と
答
弁
す
る
一
方
、
十
一
万
床
と
い
う
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
一
般
病
院
、
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院

に
お
け
る
病
床
を
削
減
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
必
要
の
な
い
病
床
で
あ
れ
ば
、
試
算
（
一
般
病
院
で
一
床
あ
た
り
年
間
約

二
千
三
百
万
円
、
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
で
一
床
あ
た
り
年
間
約
千
四
百
万
円
の
医
業
収
益
）
に
あ
る
医
療
費
は
生
じ
な
い
は

ず
で
あ
り
、
よ
り
稼
働
率
が
低
く
、
患
者
数
が
少
な
い
場
合
の
一
床
当
た
り
の
医
業
収
益
は
同
試
算
よ
り
も
は
る
か
に
小
さ

く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
で
維
持
さ
れ
る
べ
き
病
床
を
削
減
対
象
と
す
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
地
域
の
実
情
に
沿
わ
な

い
病
床
削
減
の
推
進
や
、
地
域
医
療
提
供
体
制
の
混
乱
を
招
き
う
る
と
考
え
る
。
政
府
見
解
と
対
応
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


